
1964年3月　慶應義塾大学経済学部卒業。4月トヨタ自動車工業株式会社（現：トヨタ自動車株式会社）入社
1992年9月　同社取締役（以降、常務、専務、取締役、副社長を歴任）
2005年～2009年　第10代トヨタ自動車株式会社 代表取締役社長
2009年～　  日本経済団体連合副会長
2012年～　  首都高速株式会社取締役会長など、多方面で要職を歴任
2009年に藍綬褒章、2018年に旭日大綬章を受章　
現在、長寿科学振興財団会長。国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）の未来社会創造事業・事業統括などを務めている
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第10代トヨタ自動車株式会社 代表取締役社長・渡辺捷昭氏が「未来に挑戦」をテーマに、産官学金民の
連携によるイノベーション創出と持続可能な社会の実現に向けたリーダーシップと実践のヒントを語ります。

第65回  日本臨床化学会年次学術集会

　  渡辺 捷昭氏
（元トヨタ自動車株式会社 代表取締役社長）

齋藤 邦明（藤田医科大学）
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Google Formよりご登録ください

藤
田
医
科
大
学



会 場

ウインクあいち

ウインクあいち

大名古屋
ビルヂング

ユニモール
5番出口

江
川
線

モード学園
● 広小路通

桜通

地下鉄
桜通線

●名古屋ビル

JR桜通口

JR
名古屋駅

ミッドランド
スクエア

至
東
京
▼

錦通

国際
センター駅

●JR・地下鉄・名鉄・近鉄名古屋駅より
　・JR名古屋駅桜通口から／ミッドランドスクエア方面徒歩5分
　・ユニモール地下街5番出口から／徒歩2分
　・名駅地下街サンロードから／ミッドランドスクエア→マルケイ観光ビル→名古屋クロス
　 コートタワーを経由徒歩8分
　・JR新幹線口から／徒歩9分

●JR（東海道新幹線）をご利用の場合
　・東京駅から／約97分　・新大阪駅から／約51分

アクセス（電車をご利用の場合）

・名駅地下街サンロードからミッドランドスクエア、マルケイ観光ビル、名古屋クロスコート  
 タワーを経由すると雨に濡れずにアクセスできます。
・車椅子をこ利用のお客様へ：名古屋駅から地下通路を通って来館される場合には、
 途中スロープのない階段がございますので通行いただけません。地上から来館ください。

集会事務局

●人生100年時代を迎え、持続可能な社会を実現するため
には、街づくりや社会システムの最適化を目指すべく、

イノベーションが不可欠である。

イノベーションとは、新しい技術（技術革新）や、新しい考え方（新機

軸）を取り入れ、新しい価値を創造し、持続可能な社会を実現する

ことである。まさに「知の創造と活用で未来を切り拓く」である。

●持続可能な社会の実現には、多くのテーマがある。
―脱炭素社会、地球温暖化対応、安全・安全な街づくり、

well-beingなど―。これらのテーマを解決していくためには、技術

革新と同時に社会づくりのために産学官金民の強力な連携－

五位一体（産業界、官界、学術機関、金融機関、市民社会）の

活動が必要となる。この活動を強力に推進するためには、強力な

リーダーシップの下に五位一体の推進体制の構築が不可欠で

あり、次の３点を設定して実践することが必要である。

①10年先、20年先のあるべき姿、ありたい姿（Vision,目標）の

設定と共有化 ②共有化した目標を達成するための具体的な方策の

策定 ③その方策を実行するための人材の配置と、チーム編成

●高齢化社会に対応する商品・サービス、情報システムを
提供し、新たな市場を創出する街づくり。

特にAIやロボティクスの採用は年令を超えた活躍を可能にして、

労働年令の概念を変えていく社会となる。

●さらに言えば未来都市づくりである。
スマートハウスや低炭素交通システムの実証、街全体のエネルギーの

最適化、Well-beingを実証するまちづくり。

この実現には行政、産業界（建設、自動車、エネルギー、情報通信

システム通信など）、学術（医療、福祉、工学、経済学、社会学他）、

金融、地域社会の人々の参画が必須である。

●「未来への挑戦」には、世界的視野に立った技術革新、
人材育成、そしてビックプロジェクトを推進する組織・

チームの編成が不可欠である。その上で「全体最適」を

見据えた強力なリーダーシップにより、医療・福祉・経済・

教育など社会を形成する各分野を総合的に捉えて進めな

ければならない。

日本には超高齢社会の先進国として世界のベンチマークとなる

責任がある。産学官金民が一体となり、新しい時代に向けて共に

未来を切り拓いていくことが求められている。

藤田医科大学  TEL .  0562 -93 -9574
〒470 - 1 192  愛知県豊明市沓掛町田楽ヶ窪1番地98
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